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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府や日本銀行による経済・金融政策が継続され

ているものの、為替変動による影響や中国等の景気減速への警戒感から、個人消費マインドや企業の

設備投資の持ち直しに足踏みが見られ、先行きが不透明な状況で推移しました。 

このような中、当社グループの業績につきましては、第１四半期は減収となったものの、第２四半

期に入って補聴器の売上高が回復したことに加え、医用検査機器と微粒子計測器の販売が好調に推移

したことから、第２四半期累計期間では前年同期と比べて若干の増収となりました。一方、利益面に

つきましては、補聴器の販促活動に伴う販売費が増加した影響により減益となりました。 

当第２四半期累計期間の業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（金額単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
至 平成28年９月30日) 

増減 
増減率 
(％) 

売上高 9,060 9,101 41 0.5

営業利益 888 645 △243 △27.4

経常利益 939 680 △259 △27.6

親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

613 476 △137 △22.4

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

 

(医療機器事業) 

補聴器では、個人消費マインドの停滞により流通在庫が膨らんだことや、円高の影響を受けて輸出

が落ち込んだことなどから第１四半期の売上高が伸び悩んだものの、本年７月に中価格帯の「リオネ

ットプレシアⅡⅤ」、普及価格帯の「リオネットクラッセ」及び「リオネットウィー」に加え、高

度・重度難聴の子ども向けの「リオネットピクシー」を発売したことによる販売の増加や、販売子会

社（東京リオネット販売株式会社）を連結の範囲に含めたことなどにより、売上高はほぼ前年同期並

みとなりました。医用検査機器では、医療機関における買い替えを促進して拡販に努めるとともに、

第１四半期に教育機関から大口の受注を獲得したことにより、診断用オージオメータやインピーダン

スオージオメータなど高額製品の販売が好調に推移し、増収となりました。 

これらの結果、医療機器事業全体では前年同期と比べて増収となったものの、補聴器の販促活動を

積極的に展開したことなどにより販売費が増加したため、減益となりました。 

 

(環境機器事業) 

音響・振動計測器では、都市部を中心とした建設工事の増加に伴い騒音計や振動計の販売が堅調に

推移したものの、地震計において高速道路等のインフラ関連市場での販売が好調であった前年同期に

は及ばなかったことから、減収となりました。微粒子計測器では、電子デバイス関連市場の設備投資

意欲が依然として高いことから液中微粒子計の販売が好調に推移し、大口の受注により好調であった
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前年同期の売上高を更に上回りました。 

これらの結果、環境機器事業全体では売上高はほぼ前年同期並みとなりましたが、微粒子計測器の

売上原価率が低下したため、増益となりました。 

 

当第２四半期累計期間のセグメントごとの業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（単位：百万円） 

セグメントの名称 

売上高 営業費用 営業利益 

28年３月期 
第２四半期 

29年３月期
第２四半期

増減 
28年３月期
第２四半期

29年３月期
第２四半期

増減 
28年３月期 
第２四半期 

29年３月期
第２四半期

増減 

医療機器事業 5,659 5,717 58 4,880 5,217 337 778 499 △279

環境機器事業 3,401 3,384 △17 3,291 3,239 △52 110 145 35

計 9,060 9,101 41 8,171 8,456 284 888 645 △243

 

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

医療機器事業では、補聴器において、新規顧客の獲得とリピーターの増加を図るため、販売店の新

規出店に加えて既存店に対するきめ細かいサポートを展開するなどの施策を進めるとともに、７月に

発売した新製品の拡販により、売上高の伸長を図ってまいります。医用検査機器においては、耳鼻咽

喉科市場での買い替え需要が引き続き継続するものと予想しており、併せて中国を中心とした海外市

場の拡大に取り組むことにより、販売は好調に推移するものと見込んでおります。 

環境機器事業では、音響・振動計測器において、平成28年度第２次補正予算の執行により下期にか

けて比較的高額な受注が増加すると予想されるほか、中国や東南アジアを中心とした海外展開を引き

続き推進することで、売上高の増加を見込んでおります。微粒子計測器においては、電子デバイス関

連市場での微細化に伴う設備投資による液中微粒子計の需要を確実に捉えるとともに、医薬関連市場

では再生医療分野での気中微粒子計の拡販に努めることで、販売は好調に推移するものと見込んでお

ります。 

以上のことから、連結業績予想につきましては、医用検査機器と微粒子計測器の販売が下期におい

ても引き続き好調に推移するとともに、補聴器と音響・振動計測器の販売が年度末に向けて増加する

ものと見込んでいることから、平成28年４月28日に公表した数値を変更しておりません。 

 

2. サマリー情報(注記事項)に関する事項 

該当事項はありません。 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等) 

［セグメント情報］ 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 5,659,050 3,401,576 9,060,627 ― 9,060,627

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 5,659,050 3,401,576 9,060,627 ― 9,060,627

セグメント利益 778,839 110,123 888,963 ― 888,963

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 

  当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 5,717,303 3,384,391 9,101,694 ― 9,101,694

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 5,717,303 3,384,391 9,101,694 ― 9,101,694

セグメント利益 499,744 145,367 645,112 ― 645,112

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 
 

［関連情報］ 

製品及びサービスごとの情報 

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 4,647,891 1,011,158 1,859,227 1,542,349 9,060,627

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 4,631,080 1,086,223 1,826,268 1,558,123 9,101,694
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